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１．事業内容 

(１) 組織の概要 

  ①名称及び代表者名 

     一般財団法人 広島県環境保全公社 

     理事長 中山雅文  

所在地 広島県広島市中区中町８番１８号 広島クリスタルプラザ４階 

  ②事業の概要 

     廃棄物の処理処分、建設発生土の受入・管理処分及び処分場の維持管理並びに環境保全

に係る調査研究・啓発事業 

③事業の規模 

    基本財産     30,000 万円 

    法人設立年月日  昭和 57年 4 月 1 日 

    処分料収入    ５４，１４１万円(平成３０年３月３１日) 

    従業員      22 名 

     処分場名及び許可面積・埋立容量 

     処分場名 

許可 

面積・容量 

箕島処分場 
(上段：安定型) 

(下段：管理型) 

出島処分場 
五日市処分場 

(平成 21 年 3 月埋立終了) 

合   計 
(五日市処分場を除く) 

処分場面積 
200,460 ㎡ 

119,302 ㎡ 
166,000 ㎡ 375,000 ㎡ 485,762 ㎡ 

埋立容量 
581,334 ㎥ 

685,975 ㎥ 
1,900,000 ㎥ 4,855,000 ㎥ 3,167,309 ㎥ 

④ 事業年度    4 月から 3 月 

 

(２) 産業廃棄物処分業許可等の内容 

処分場名 許可番号 
許可年月日 

許可の有効期限 
事業の範囲 

箕島処分場 第０９１３１００４５５４号 
平成３０年４月 １日 

平成３７年３月３１日 
最終処分(埋立) 

出島処分場 第０７３３０００４５５４号 
平成２６年４月２３日 

平成３１年４月２２日 
最終処分(埋立) 

五日市処分場 平成２１年３月に埋立終了のため、産業廃棄物処分業としての許可はなし。 

 

(３) 施設等の状況 

処理施設の種類 産業廃棄物等の種類 処理能力(残余容量) 

「箕島処分場」 

最終処分場(管理型) 産業廃棄物（鉱さい、汚泥、ばいじん、燃え殻）、一

般廃棄物（焼却灰、ばいじん処理物、不燃物） 
約 176 千㎥(H29 年 11 月現在) 

最終処分場(安定型) 産業廃棄物（ガラスくず、コンクリートくず、陶磁

器くず、がれき類）、建設残土 
約 30 千㎥(H29 年 11 月現在) 

受

入

工

程

略

図 

 

 

                            

                          ( 一部検体置場)  

    ①廃棄物運搬     ②廃棄物荷降ろし   ③展開検査          ④廃棄物敷均し 
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「出島処分場」 

最終処分場 

(管理型・安定型) 

産業廃棄物（鉱さい、汚泥、ばいじん、燃え殻、ガ

ラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず、がれき

類）、一般廃棄物（焼却灰、ばいじん処理物、不燃物）、

建設残土 

約 1,821 千㎥(H30 年 3 月現在) 

 

受

入

工

程

略

図 

 

                                             

            受入施設（建屋内）                       

                                      
                                  ( 一部検体置場)  

①廃棄物運搬     ②シート外し    ④廃棄物荷降ろし  ⑤展開検査・抜取検査 ⑥密閉型ダンプトラック積込 

           ③目視検査・ 

簡易検査 

 

 

  

 ⑦埋立施設へ運搬                                         

                                                          

                                              ⑪ダンプ回送( 受入施設へ)  

 

 

    埋立施設 
                         高速シートシャッター 

                エアカーテン 

                                 
 

 

 

     ⑧係留施設から台船乗入れ        ⑨廃棄物台船積込          ⑩台船から投入 

 

「五日市処分場」 平成２１年３月に埋立終了のため、受入工程等なし 

 

(４) 余水処理施設等の概要 

処分場名 余水処理施設 埋立施設構造及び受入施設 

箕島 

処分場 

処理能力：5,600 ㎥／日 

処理方式：沈砂⇒中和処理⇒公共下水道放流 

遮水シート：延長 1,470m、 

受入施設(プレハブ平屋) 

 

余水処理施設外観 

 

出島 

処分場 

処理能力：1,300 ㎥／8 時間 

処理方式：前処理⇒凝集沈殿処理⇒砂ろ過処

理⇒公共下水道放流 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｹｰｿﾝ・鋼製ｹｰｿﾝ、二重遮水シート、 

受入施設(鉄骨平屋(一部２階建て))、投入台船 
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余水処理施設外観 

 

    

計量棟 

 
護岸構造略図 

 

五日市 

処分場 

処理能力：1,900 ㎥／日 

処理方式：前処理⇒凝集沈殿処理⇒中和処理

⇒砂ろ過処理⇒公共下水道放流 

捨石護岸、遮水シート 

            【廃棄物処分場】 
 

 

 

余水処理施設外観 

 

 

(５) 保有車両及び設備 

①保有車両 

箕島処分場 ※湿地ブルドーザ 16ｔ級：１台 

※は業務委託業者所有分 ※湿地ブルドーザ 4ｔ級：１台 

※バックホウ 0.45 ㎥積：１台 

出島処分場 密閉型ダンプトラック１０ｔ：２台 

 

ホイルローダー２.１㎥級：３台 

 

スイーパー(充電式)：１台 

五日市処分場 平成２１年３月に埋立終了のため保有車両なし 

遮水シート 
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②保有設備 

箕島処分場 余水処理施設、ﾀｲﾔ洗浄機、ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ、場内監視ｶﾒﾗ 

出島処分場 余水処理施設、ｴｱｰｶｰﾃﾝ、集じん・脱臭設備、散水装置、ﾀｲﾔ洗浄機、ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ、投入台

船、交通船、場内監視ｶﾒﾗ 

    

    

五日市処分場 余水処理施設、観測井戸、ガス抜き管 

 

(６) 有資格者（平成２９年度） 

本   社 

産業廃棄物処理業の許可申請に係る講習修了者：１名 

産業廃棄物処理施設技術管理者：２名 

特定化学物質作業主任者：１名 

箕島処分場 

産業廃棄物処理施設技術管理者：２名 

特定化学物質作業主任者：４名 

除害施設管理責任者：１名 

出島処分場 
産業廃棄物処理施設技術管理者：３名（五日市処分場兼務１名含む） 

特定化学物質作業主任者：４名（五日市処分場兼務１名含む） 

五日市処分場 
産業廃棄物処理施設技術管理者：１名 

特定化学物質作業主任者：１名 
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(７) 環境経営システムの取組み体制（平成２９年度） 

 

  ①組 織 

※ 

※環境管理委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境管理責任者氏名及び事務局担当者連絡先（平成３０年４月現在） 

     環境管理責任者 業務執行理事( 兼) 事務局長 河野行信 

      事務局担当者 山田則清、宮崎あゆこ 電話：082- 544- 2363（業務企画課） 

 

②役割分担 

理 

事 

長 

１ 環境経営システムの実施及び管理に要する人材・資金等の用意 

２ 環境方針の策定及び改正に関する承認 

３ 環境マネジメントマニュアルの承認 

４ 環境管理責任者の任命 

５ 代表者による全体評価と見直しの実施 

６ 環境活動レポートの承認 

 

 

環 

境 

管 

理 

責 

任 

者 

１ 環境経営システムの確立、実施及び維持 

２ 環境経営システムに係る各規定類及び運用手順書類の承認 

３ 環境管理委員会の開催及び議事録の承認 

４ 環境への負荷の自己チェックシート及び環境への取組み自己チェックリストの承認 

５ 環境目標及び環境活動計画の承認 

６ 環境目標の達成状況及び環境活動計画の進捗状況の承認及び評価 

７ 関係法令等遵守確認表の承認 

８ 是正処置及び予防処置の承認 

９ 環境教育結果の承認 

10 緊急事態への対応及び訓練の評価 

11 内・外部コミュニケーション結果の承認 

12 環境経営システムの運用状況の代表者への報告 

13 その他役割、責任、権限の履行 

総務課長 業務企画課長 工務課長 

箕  島 

管理事務所 

所   長 

出  島 

管理事務所 

所   長 

環境管理 

責任者 

箕島処分場 

敷均し業務委託業者 

出島処分場 

埋立管理作業委託業者 

事業部長 

経営層 (理事長・業務執行理事) 

課員 課員 課員 所員 所員 

五 日 市 

管理事務所 

所   長 

事務局 

本 社 

五日市処分場 
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事
務
局
及
び
本
社
各
課
長
並
び
に 

各
管
理
事
務
所
長 

１ 環境経営システムに係る各規定類及び運用手順書類の審議 

２ 環境管理委員会の議事録作成、その他事務局としての役割・権限の履行 

３ 環境への負荷・取組の自己チェックの実施 

４ 環境目標及び環境活動計画の作成 

５ 環境活動計画に基づく行動の管理 

６ 環境目標の達成状況及び環境活動計画の進捗状況の報告 

７ 環境法規制等の確認及び遵守状況のチェックの実施 

８ 是正処置及び予防処置の実施 

９ 環境教育の実施 

10 緊急事態への対応の検討、訓練の実施 

11 内・外部コミュニケーションの実施 

12 環境活動レポートの作成、公表 

13 その他役割、責任、権限の履行 

各課 

職員 

１ 環境方針に基づいた行動 

２ 環境活動計画及び運用手順書に基づいた日々の行動のチェック 

 

(８) 廃棄物等処理実績（最終処分量） 

『箕島処分場』                          

廃棄物の種類 平成 26年度( ｔ)  平成 27年度( ｔ)  平成 28年度( ｔ)  平成 29 年度( ｔ)  

がれき類 9,200 4,314 4,957 3,015 

ガラスくず、陶磁器くず 1,365 1,176 1,142 1,120 

建設残土 14,983 13,642 9,133 3,365 

汚泥 2,829 1,771 2,445 2,024 

鉱さい 17,854 14,419 11,766 11,063 

燃え殻 4,979 4,311 3,879 3,556 

ばいじん 344 445 654 663 

一般廃棄物 5,579 4,773 4,499 4,253 

合計 57,133 44,851 38,475 29,059 

 

『出島処分場』（平成２６年６月受入開始）               

廃棄物の種類 平成 26年度( ｔ)  平成 27年度( ｔ)  平成 28年度( ｔ)  平成 29年度( ｔ)  

がれき類 242 108 58 31 

ガラスくず、陶磁器くず 0 0 8 4 

建設残土 0 0 0 0 

汚泥 579 2,158 3,929 4,418 

鉱さい 3,208 3,432 6,004 5,968 

燃え殻 1,320 6,175 11,701 7,637 

ばいじん 82 3,187 8,812 9,746 

一般廃棄物 693 2,754 5,604 6,436 

合計 6,124 17,814 36,116 34,240 

 

  『五日市処分場』 

平成２１年３月に埋立終了のため処理実績なし 

 

(９) 環境啓発活動の実績 

  ①「環境の日広島大会」等への参加 

    ６月の環境月間行事の一環として、広島県が実施する「環境の日広島大会」に主催者として参加し

た。 

    また、10 月のリサイクル月間に開催される廿日市市の「はつかいち環境フェスタ」及び福山市の「福

山環境フェスタ」に実行委員会のメンバーとして参加した。 
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  ②提案型調査研究助成事業 

   廃棄物の処理及び処分等に係る調査研究に要する使用を助成した。 

   助成対象者：大学、NPO に所属する者又は団体 

    平成２９年度助成課題：海面最終処分場における早期安定化に向けた埋立管理手法の検討 

 

 ２． 対象範囲 

( １) 対象範囲の事業所所在地  

     本 社 〒730- 0037 

広島県広島市中区中町８番１８号 広島クリスタルプラザ４階 

            電話 082- 544- 2361  FAX  082- 544- 2362    

ホームページ  http://www.khk - hiroshima.or.jp/  

     箕 島 処 分 場 〒721- 0956 

広島県福山市箕沖町１０７番１ 

                        電話・FAX  084- 953- 6074 

     出 島 処 分 場 〒734- 0013 

広島県広島市南区出島４丁目１番４号 

電話  082- 546- 9300  FAX  082- 546- 9302 

     五日市処分場 広島県広島市佐伯区五日市港１丁目１番 

（平成２１年３月埋立終了、維持管理実施中） 

電話・FAX  【本社に同じ】 

 

 ( ２) レポート対象期間及び発行日 

  ①対象期間：平成２８年度から平成３０年度の３年間 

  ②発 行 日：平成３０年５月２８日 

 

(３)対象範囲の活動 

サイト 活動 

本社 廃棄物の処理及び処分事業の受託 

廃棄物の処理及び処分に関する調査研究 

廃棄物に関する知識の普及及び啓発 

廃棄物等を安全かつ適正に処理することにより、自然と生活環境の保全を図るため

に必要な事業 

箕島処分場 廃棄物の処理及び処分 

建設発生土の受入、管理及び処分 

出島処分場 廃棄物の処理及び処分 

建設発生土の受入、管理及び処分 

五日市処分場 廃棄物処分場の維持管理 
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※五日市処分場は平成２１年３月に廃棄物の埋立処分が終了し、現在は処分場の廃止に向けて、浸出水及びガスの 

発生状況等の管理を行っている。 

 

３．環境方針 

 基本理念 

  一般財団法人広島県環境保全公社は、廃棄物の安全で適正な埋立処分事業、環境保全に関する啓発事業

や循環型社会の構築に向けた取組を行っています。 

  私たちは、これらの事業や取組を通じて、地域の自然環境や快適な生活環境を保全することが、良好な

地球環境の保全に貢献することと深く認識し、地域社会に信頼される事業活動を行います。 

 

 環境方針 

  ①環境に関する法律、条例及び協定を遵守し、廃棄物を安全かつ適正に処分します。 

  ②廃棄物の受入れによる環境汚染を未然に防止するため、受入管理を徹底します。 

   あわせて、廃棄物の処分に伴う資源・エネルギー等、環境負荷の低減に努めることにより、環境汚染

を防止します。 

  ③環境目標の設定並びに活動計画の策定と実践を行うとともに、継続的な改善を図り、定期的な見直し

を行います。 

  ④この環境方針は、全職員等に周知するとともに、公社とともに働くすべての人にも周知徹底を図り、

その推進と維持に努めます。 

  ⑤実施に伴う環境活動報告は、ホームページで一般に公開し、その趣旨の理解と普及に努めます。 

 

                          平成２８年１１月１日 

                        一般財団法人広島県環境保全公社 

                           理事長 中山 雅文 

 

４．環境目標 

 目標設定期間：平成２８年度から平成３０年度までの３年間 

項  目 目標設定根拠 削減( 増加) 率 

下水道放流水の水質検査（箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） － － 

下水道放流水量( 箕島処分場、出島処分場、五日市処分場)       注１)  － － 

電気使用量 
（本社、箕島処分場、出島処分場） Ｈ２７年度の実績を基準とする。 H27年度実績を維持 

( 理由は巻末の別紙資料参照)  

（五日市処分場）        注２)  － － 

燃料＜軽油＞使用量（出島処分場） Ｈ２７年度の実績を基準とする。 H27年度実績を維持 
( 理由は巻末の別紙資料参照)  

燃料＜ガソリン＞使用量（箕島処分場、出島処分場） Ｈ２７年度の実績を基準とする。 毎年度２％削減 

各事業所から発生する廃棄物＜可燃ごみ＞ 

( 本社、箕島処分場、出島処分場）    注３)  
Ｈ２７年度の実績を基準とする。 

H27年度実績を維持 
( 理由は巻末の別紙資料参照)  

上水道使用量 
（箕島処分場、出島処分場） Ｈ２７年度の実績を基準とする。 毎年度２％削減 

（五日市処分場）        注２)  － － 

紙資源＜コピー用紙＞（本社、箕島処分場、出島処分場）     注４)  － － 

グリーン購入法適合商品の購入( 本社)  Ｈ２７年度の実績を基準とする。 毎年度２％増加 

受託

廃棄

物の

処分

にお

ける

受入管

理の徹

底 

搬入廃棄物の目視・展開検査実施 

( 箕島処分場、出島処分場)            注４)  
－ － 

搬入廃棄物の蛍光Ｘ線分析実施( 出島処分場)   

注４)  
－ － 

搬入廃棄物の公定法による抜取検査実施 

( 箕島処分場、出島処分場)       注４)  
－ － 
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環境

目標 
環境汚

染防止 

＜粉じ

ん発生 

防止＞ 

廃棄物搬入車両の飛散防止対策( シート掛け等確

認)( 出島処分場)  
廃棄物搬入全車両 － 

処分場内の散水実施( 箕島処分場)       注５)  － － 

ｴｱｶｰﾃﾝ、ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ、ﾐｽﾄ設備及び集じん機の日常点

検並びに定期点検実施（出島処分場）      注５)  
－ － 

水質汚濁防止 

定期的な水質測定の実施（箕島処分場、出島処分

場、五日市処分場）               注５)  
－ － 

化学物質使用量の日々管理 

（箕島処分場、五日市処分場）         注９)  
－ － 

余水処理施設の定期的な委託点検実施（箕島処分

場、出島処分場、五日市処分場）          注５)  
－ － 

地域とのコミュ

ニケーション実

施 

地元協議会開催( 箕島処分場、出島処分場)  ４回／年 － 

地域住民によるモニタリング実施( 出島処分場)  毎月 － 

排出事業者説明会実施（本社）       注６)  － － 

地域の環境活動参加（本社）        注６)  － － 

調査研究助成事業の実施( 本社)                 注７)  － － 

関係法令等遵守( 本社、箕島処分場、出島処分場、五日市処分場) 注８)  － － 
 

注１）余水処理後の下水道放流水量については、産業廃棄物等の最終処分場としての受入量との密接な関係があり、更に

天候に左右されるため、目標値としては取り組まない。 

注２）『電気使用量の削減（五日市処分場）』、『上水道使用量の削減（五日市処分場）』については、処分場閉鎖後の維持

管理に必要な最低限の使用量であり、目標値としては取り組まない。 

注３）各事業所から排出される廃棄物は、可燃ごみ排出量を目標とし、リサイクルごみ等は目標値としない。 

注４）『紙資源＜コピー用紙消費量＞』、『搬入廃棄物の目視・展開検査実施』、『蛍光Ｘ線分析』、『抜取検査実施』につい

ては、ISO14001の認証登録時からの継続や自主管理において既に目標を充分達成しているため、目標値としては取

り組まない( 理由は巻末の別紙資料参照) 。 

注５）『処分場内散水実施』、『ｴｱｶｰﾃﾝ、ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ、ﾐｽﾄ設備及び集じん機の日常点検並びに定期点検実施』、『定期的な水質 

           測定実施』、『余水処理施設の定期的な点検実施』については、各管理事務所が作成する日報及び委託業者からの報 

告書で管理するため、目標値としては取り組まない。 

注６）『排出事業者説明会』、『地域の環境活動参加』については、時期及び回数が未定のため、目標値としては取り組ま

ない。 

注７）『調査研究助成事業』については、提案件数未定のため、目標値としては取り組まない。 

注８) 『関係法令等遵守』については、時期・内容が未定のため、目標値としては取り組まない。 

  注９) 『化学物質使用量( 薬品) の日々管理』については、浸出水の処理として使用する硫酸は全く使用していないことを

毎月確認しており、目標値としては取り組まない。 

 

５．環境活動計画 

  （１）下水道放流水等の水質検査（箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

・定期的に余水処理施設からの下水道放流水、余水及び周辺水域の水質検査を実施 

・検査結果は、当公社のホームページ(http://www.khk-hiroshima.or.jp/)で公表すると共 

に、広島県(箕島処分場、出島処分場、五日市処分場)、広島市(出島処分場、五日市処分

場)、福山市(箕島処分場)に報告 

  （２）下水道放流量（箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

    ・毎月の放流量の把握 

（３）電気使用量（本社、箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

    ・毎月の電気使用量の把握 

    ・照明その他電気使用製品の使用管理(休憩時間帯の消灯等) 

    ・冷暖房設定温度管理（冷房時２８℃、暖房時２０℃） 

（４）燃料使用量（箕島処分場、出島処分場） 

    ・毎月の燃料＜ガソリン、軽油＞使用量の把握 

    ・社用車運転時のエコドライブ実行 

    ・所有車両等の日常点検（タイヤ空気圧、異常音確認等） 

（５）各事業所から発生する廃棄物＜可燃ゴミ＞（本社、箕島処分場、出島処分場） 

    ・毎月の排出量把握(袋数又は重量) 

    ・分別等の徹底 

（６）上水道使用量（箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

    ・毎月の使用量把握 

    ・節水の意識付け 

  （７）紙資源＜コピー用紙＞（本社、箕島処分場、出島処分場） 

 

http://www.khk-hiroshima.or.jp/)で公表すると共


11 

 

    ・コピー用紙の毎月の使用量把握 

・内部資料作成時のコピー用紙の裏面使用の意識付け 

（８）グリーン購入法適合商品の購入（本社） 

    ・毎月のグリーン適合商品の購入率把握及び日々のエコマーク認定商品の選定 

（９）受託廃棄物の処分における環境目標(受入管理の徹底) 

    ・搬入廃棄物の目視・展開検査実施（箕島処分場、出島処分場） 

    ・搬入廃棄物の蛍光Ｘ線分析実施（出島処分場） 

    ・搬入廃棄物の公定法による抜取検査実施（箕島処分場、出島処分場） 

  （10）受託廃棄物の処分における環境目標(環境汚染防止＜粉じん発生防止＞) 

  ・廃棄物搬入車両の飛散防止対策(シート掛け等確認)（出島処分場） 

    ・処分場内の散水実施（箕島処分場） 

    ・エアカーテン、シートシャッター、ミスト設備及び集じん機の日常点検並びに定期点検

実施（出島処分場） 

  （11）水質汚濁防止 

    ・定期的な水質測定の実施（箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

    ・化学物質使用量の日々管理（箕島処分場、五日市処分場） 

    ・余水処理施設の定期的な委託点検実施（箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

（12）地域とのコミュニケーション実施 

    ・地元協議会開催（箕島処分場、出島処分場） 

・地域住民によるモニタリング実施（出島処分場） 

    ・排出事業者説明会実施（本社） 

    ・地域の環境活動参加（本社） 

（13）調査研究助成事業の実施（本社） 

    ・廃棄物の処理に関する調査研究への助成 (本社) 

   (14) 関係法令等遵守 

    ・関係法令等手続きの実施（本社、箕島処分場、出島処分場、五日市処分場） 

 

関係法令等一覧 

    【法令】 

     ・下水道法 

     ・大気汚染防止法 

     ・騒音規制法 

     ・悪臭防止法 

     ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

     ・毒物・劇物取締法 

     ・労働安全衛生法（特定化学物質） 

     ・消防法 

     ・計量法 

     ・フロン排出抑制法 

    【条例（福山市、広島市）】 

     ・下水道条例 

     ・土砂条例 

    【地元等との協定】 

     ・箕島、出島各処分場に係る廃棄物等受入状況報告及び環境調査結果の報告（広島県） 

     ・箕島、出島各処分場に係る環境調査結果の報告（福山市、広島市） 

     ・出島地区廃棄物処分場環境保全基本協定書（宇品・出島４地区町内会等・広島県） 

     ・広島港出島地区廃棄物等埋立処分事業に係る基本協定書 

（広島県・(一財)広島県環境保全公社） 
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６．環境目標の実績 

( １)  本社実績値 

（目標値） 

項  目 単位 
実  績 期     間 

備考 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

電気使用量※１ 

削減率  ±０% ±０% ±０% 排出係数： 

0.709kg- CO2/k Wh 

kＷh 24,494 24,494 24,494 24,494 

kg-CO2  17,366 17,366 17,366 17,366 

各事業所から発生す

る廃棄物〈可燃ごみ〉
※2 

削減率  ±０% ±０% ±０%  

 
袋(ℓ)  102(4,590) 102(4,590) 102(4,590) 102(4,590) 

グリーン購入法適

合商品の購入※3 

増加率 － +２% +２% +２%  

％ 19% 21% 23% 25%  

 

※1 電気使用量は、平成２７年度実績を上限とする。二酸化炭素実排出係数は平成２６年中国電力を引用する。 

     ※2 事業所から発生する廃棄物（可燃ごみ）は、排出量（袋数）が少量のため、平成２７年度実績を上限とする。 

※3 グリーン購入法適合商品の購入率（グリーン適合商品購入費／消耗品等購入費）は、平成２７年度実績を毎年度

２％増の目標とする。 

 

（実績値） 

項  目 実  績 実績評価 

電気使用量 
２４，８５８ｋＷｈ 

１７，６２４kg-CO2 
× 

各事業所から発生する廃棄物＜可燃ごみ＞ ９７袋 ○ 

グリーン購入法適合商品の購入 ２４％ ○ 
 

 

電気使用量の推移( 本社)                平成２９年度 電気使用量( 本社)        

            
 

 

事業所発生廃棄物＜可燃ごみ＞排出量推移（本社）   平成２９年度 事業所発生廃棄物＜可燃ゴミ＞排出量( 本社)  

          

 

 

 

 

 

 

グリーン購入率推移(本社) 
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 （２）箕島処分場実績値 

（目標値） 

項  目 単位 
実  績 期     間 

備考 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

電気使用量※１ 

削減率  ±０% ±０% ±０% 排出係数： 

0.709kg- CO2/k Wh kＷh 62,122 62,122 62,122 62,122 

kg- CO２  44,044 44,044 44,044 44,044 

燃料使用量 

＜ガソリン＞※２ 

削減率  - ２% - ２% - ２% 排出係数： 

0.0671kg- CO2/MJ 

単 位 発 熱 量 ：

34.6MJ/ℓ 

ℓ 1,305 1,279 1,253 1,228 

Kg-  CO２ 3,029 2,969 2,909 2,851 

各事業所から発生す

る廃棄物 

＜可燃ごみ＞※３ 

削減率  ±０% ±０% ±０%  

 
袋( ℓ)   51(4,590)  51(4,590)  51(4,590)  51(4,590)  

上水道使用量※4 
削減率  - ２% - ２% - ２%  

㎥ 2,448 2,399 2,351 2,304  
※１電気使用量は平成２７年度実績を上限とする。二酸化炭素実排出係数は平成２６年中国電力を引用する。 

※２燃料使用量＜ガソリン＞は平成２７年度実績から毎年度２％削減を目標とし、排出係数、単位発熱量は、ＥＡ２１ガ 

  イドラインを引用する。 

※３事業所から発生する廃棄物（可燃ごみ）は、排出量（袋数）が少量のため、平成２７年度実績を上限とする。 

※４上水道使用量は平成２７年度実績を毎年度２％削減を目標とする。 

 

（実績値） 

項  目 実  績 実績評価 

電気使用量量 
６０，０２４ｋＷｈ 

４２，５５７kg-CO2 
○ 

燃料使用量＜ガソリン＞ 
９６０ℓ 

２，２２９kg-CO2 
○ 

各事業所から発生する廃棄物＜可燃ごみ＞ ３５袋 ○ 

上水道使用量 ２，４０１㎥ × 

 

電気使用量推移（箕島処分場）                平成２９年度 電気使用量( 箕島処分場)       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料使用量推移＜ガソリン＞（箕島処分場）       平成２９年度 燃料使用量＜ガソリン＞( 箕島処分場)  

        

 

 

 

 

 

 

  

CO2 (kg) 

(kWh) 

 

(kWh) (kWh) 

CO2 

(kg) 

(kWh)  

CO2 

(kg) 

 

( ) 

 

(kg) 

( ) 

( ) 
( ) 



14 

 

0

10

20

30

40

50

60

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

0

10

20

30

40

50

60

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

廃棄物＜可燃ごみ＞排出量推移（箕島処分場）      平成２９年度 廃棄物＜可燃ゴミ＞排出量 ( 箕島処分場)  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       上水道使用量推移（箕島処分場）            平成２９年度 上水道使用量( 箕島処分場)  

        

  

 

 

 

 

 

 

 

（３）出島処分場実績値 

（目標値） 

項  目 単位 
実  績 期     間 

備考 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

電気使用量※１ 

削減率  ±０% ±０% ±０% 排出係数： 

0.709kg- CO2/k Wh kWh 750,504 750,504 750,504 750,504 

kg-  CO２ 532,107 532,107 532,107 532,107 

燃料使用量 

＜軽油＞※２ 

削減率  ±０% ±０% ±０% 排出係数： 

0.0687kg- CO2/MJ 

単位発熱量：38.2MJ/ℓ 
ℓ/ ｔ 1.90 1.90 1.90 1.90 

kg-  CO２/t  
※２ 

4.99 4.99 4.99 4.99 

燃料使用量 

＜ガソリン＞※３ 

削減率  - ２% - ２% - ２% 排出係数： 

0.0671kg- CO2/MJ 

単位発熱量：34.6MJ/ℓ 
ℓ 366 359 352 345 

Kg-  CO２ 850 833 816 800 
各事業所から発生す

る廃棄物 

＜可燃ごみ＞※４ 

削減率  ±０% ±０% ±０%  

袋( ℓ)  25(1,125)  25(1,125)  25(1,125)  25(1,125)  
 

上水道使用量※5 
削減率  －２% －２% －２%  

㎥ 1,280 1,254 1,229 1,204  

廃棄物搬入車両の飛

散防止対策( シート

掛 け 等 実 施 確 認 )  
※6 

台 100% 100% 100% 100% 

出島処分場に限る 

※１電気使用量は、産業廃棄物等の最終処分場としての受入量と密接な関係にあるため、平成２７年度実績を上限と

する。二酸化炭素実排出係数は平成２６年中国電力を引用する。 

※２燃料購入量＜軽油＞は、産業廃棄物等の最終処分場としての受入量と密接な関係にあり、産業廃棄物等受入量 

1ｔ当たりの使用量とし、平成２７年度実績を上限とする。 排出係数、単位発熱量は、ＥＡ２１ガイドラインを

引用する。 

※３燃料購入量＜ガソリン＞は平成２７年度実績を毎年度２％削減を目標とし、排出係数、単位発熱量は、ＥＡ２１

ガイドラインを引用する。 

※４事業所から発生する廃棄物（可燃ごみ）は、排出量（袋数）が少量のため、平成２７年度実績を上限とする。 

   ※５上水道使用量は平成２７年度実績を毎年度２％削減を目標とする。 

※６廃棄物搬入車両の飛散防止対策(シート掛け等実施確認)は搬入全車両を確認する。 

 

( ) 

 

( ) 

( ) 
( ) 

( ) 

( ) 
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（実績値） 

項  目 実  績 実績評価 

電気使用量 
７８７，８１２ｋＷｈ 

５５８，５５９kg-CO2 
× 

燃料使用量＜軽油＞ 
１．２６ℓ／ｔ 

３．３１ℓ/ｔ-CO2 
○ 

燃料使用量＜ガソリン＞ 
２７７ℓ 

６４３kg-CO2 
○ 

各事業所から発生する廃棄物＜可燃ごみ＞ ４３袋 × 

上水道使用量 １，６２２㎥ × 

廃棄物搬入車両の飛散防止対策( シート掛

け等確認)  １００％ ○ 

 
電気使用量推移（出島処分場）          平成２９年度 電気使用量＜高圧＞( 出島処分場)  

 

     

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  燃料使用量推移＜軽油＞( 出島処分場)  

 
 

      燃料使用量推移＜ガソリン＞（出島処分場）      平成２９年度 燃料使用量＜ガソリン＞( 出島処分場)   
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廃棄物＜可燃ごみ＞排出量推移（出島処分場）     平成２９年度 廃棄物＜可燃ゴミ＞排出量( 出島処分場)    

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水道使用量推移（出島処分場）           平成２９年度 上水道使用量( 出島処分場)  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）五日市処分場実績値 

（目標値） 

※処分場閉鎖後の水質及び発生ガス等の維持管理のための必要最小限の使用量であり、電気・上水

の目標値は設定しない。 

 

（５）合計実績値 

（目標値） 

項  目 単位 
実  績 期     間 

備考 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

電気使用量 

削減率  ±０% ±０% ±０% 【本社、箕島処分場、

出島処分場】 

排出係数： 

0.709kg- CO2/k Wh 

kWh 837,120 837,120 837,120 837,120 

kg-  CO2 593,518 593,518 593,518 593,518 

燃料使用量＜軽油＞ 

削減率  ±０% ±０% ±０% 【出島処分場】 

軽油排出係数： 

0.0687kg- CO2/MJ 

単位発熱量：

38.2MJ/ℓ 

ℓ/ ｔ 1.90 1.90 1.90 1.90 

kg-  CO2/t  4.99 4.99 4.99 4.99 

燃料使用量＜ガソリ

ン＞ 

削減率  －２％ －２％ －２％ 【箕島処分場、出島処

分場】 

ガソリン排出係数： 

0.0671kg- CO2/MJ 

単位発熱量：

34.6MJ/ℓ 

ℓ 1,671  1,638 1,605 1,573 

Kg- CO2 3,879 3,802 3,725 3,651 

各事業所から発生す

る廃棄物＜可燃ごみ

＞ 

削減率  ±０% ±０% ±０% 
【本社、箕島処分場、

出島処分場】 袋( ℓ)  178(10,305) 
178 

(10,305) 

178 

(10,305) 

178 

(10,305) 

上水道使用量 
削減率  －２％ －２％ －２％ 【箕島処分場、出島処

分場】 ㎥ 3,728 3,653 3,580 3,508 

グリーン購入法

適合商品の購入 

増加率 － +２% +２% +２% 
【本社】 

％ 19% 21% 23% 25% 
廃棄物搬入車両の飛

散防止対策( シート

掛け等確認)  

台 100% 100% 100% 100% 【出島処分場】 

 

( ) ( ) 

( )  

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 
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（合計実績値） 

項  目 実  績 実績評価 

電気使用量 
８７２，６９４ｋＷｈ 

６１８，７４０kg-CO2 
× 

燃料使用量＜軽油＞ 
１. ２６ℓ／t  

３. ３１ℓ/t - ＣＯ２ 
○ 

燃料使用量＜ガソリン＞ 
１, ２３７ℓ 

２，８７２kg-CO2 
○ 

各事業所から発生する廃棄物＜可燃ごみ＞ １７５袋 ○ 

上水道使用量 ４，０２３㎥ × 

グリーン購入法適合商品の購入 ２４. ０％ ○ 
廃棄物搬入車両の飛散防止対策( シート掛

け等確認)  
１００％ ○ 

 

電気使用量（合計）                       平成２９年度電気使用量（合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料使用量推移＜ガソリン＞（合計）            平成２９年度 燃料使用量（ガソリン）( 合計)   

     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物＜可燃ごみ＞排出量推移（合計）           平成２９年度 廃棄物＜可燃ゴミ＞排出量( 合計)    

      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CO2 

(kg) 

(kWh) 

(kWh) 

CO2 

(kg) 

(kWh) 

( ) 

( ) 

( ) 

CO2 (kg) 

( ) 

(kg) 

( ) 

( ) 

(kWh) 

( ) 

( ) 



18 

 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

上水道使用量推移（合計）                 平成２９年度 上水道使用量( 合計)  

 

 

 

 

 

 

 

 

７．環境活動計画の取組結果とその評価 

(１) サイト別考察 

①本 社 

取組み内容 
平成２９年度 

目標値 

平成２９年度 

実績値 
活動内容 

活動 

評価 
確認評価 

電気使用量 

24,494(kWh) 24,858(kWh) 
・毎月の使用量把握 ○ 目標は達成できなかった。 

原因は，冬場（12～2 月）の平均気温

が例年に比べ低かったため，空調機

による使用量が増えたと考えられ

る。 

・照明その他電気使用製品の使用

管理( 休憩時間帯の消灯等)  
△ 

17,366(kg- CO2)  17,624(kg- CO2)  ・冷暖房設定温度管理( 冷房時２

８℃、暖房時２０℃)  
○ 

各事業所から

発生する廃棄

物＜可燃ごみ

＞ 

１０２袋 

(4,590 ℓ)  

９７袋 

( 4,365ℓ)  

・毎月の排出量把握( 袋数)  ○ 目標は達成できた。 

今後も更に分別の徹底を行い、削減

に努める。 ・分別等の徹底 ○ 

紙資源＜コピ

ー用紙＞ 
－ － 

・コピー用紙の毎月の使用量把握 ○ 
毎月の使用量把握を実施し、裏面使

用の意識付けも行った。 ・内部資料作成時のコピー用紙の

裏面使用の意識付け 
○ 

グリーン購入

法適合商品の

購入 

２３％ ２４％ 
・毎月の購入率把握及び日々のエ

コマーク認定商品の選定 
○ 

目標は達成できた。 

今後も適合商品の選定に努める。 

地域とのコミ

ュニケーショ

ン実施 

－ － 

・排出事業者への説明会実施 ○ 
資源循環協会開催の広島会場、福山

会場で計３回参加して注意事項等の

説明をした。 

・地域環境活動への参加 ○ 
環境の日ひろしま大会、福山環境フ

ェスタ、はつかいち環境フェスタに

参加し、啓発活動を行った。 

調査研究助成

事業の実施 
－ － 

・公社提示課題及び応募者からの

提案課題への助成 
○ 

公社提示課題に１件の応募があり、

研究者提案課題には応募が無かっ

た。 

審査委員会において、公社提示課題

の１件の応募者に助成が決定され

た。 

関係法令等遵

守 
－ － － ○ 関係法令等の違反事項は無かった。 

      【活動評価】○：よくできた  △：あまりできなかった  ×：できなかった 

   

②箕島処分場 

取組み内容 
平成２９年度 

目標値 

平成２９年度 

実績値 
活動内容 

活動 

評価 
確認評価 

下水道放流水

の水質検査 
－ － ・定期的な水質検査 ○ 

全ての項目について、下水道放流基

準に適合している。 

下水道放流量 － － ・毎月の放流量の把握 ○ 
平成 28年度に比べ、降雨量が少なか

ったため、放流量が大幅に減少した。 

電気使用量 

62,122(kWh) 60,024(kWh) 
・毎月の使用量把握 ○ 

目標は達成できた。 

今後も更に電気使用量の削減に努め

る。 

・照明その他電気使用製品の使用

管理( 休憩時間帯の消灯等)  
○ 

44,044(kg- CO2)  42,557(kg- CO2)  ・冷暖房設定温度管理( 冷房時２

８℃、暖房時２０℃)  
○ 

燃料使用量＜

ガソリン＞ 

1,253( ℓ)  960( ℓ)  

・毎月の燃料( ガソリン) 使用量の

把握 
○ 

目標は達成できた。 

今後もエコドライブ実施を徹底す

る。 

・社用車運転時のエコドライブ実

行 
○ 

2,909(kg- CO2)  2,229(kg- CO2)  ・所有車両等の日常点検( タイヤ空

気圧、異常音確認等)  
○ 

( ) 

( ) 

( ) 
( ) 
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各事業所から

発生する廃棄

物＜可燃ゴミ

＞ 

５１袋 

( 4,590ℓ)  

３５袋 

( 1,575ℓ)  

・毎月の排出量把握( 袋数)  ○ 目標は達成できた。 

今後も分別の徹底を行い、削減に努

める。 ・分別等の徹底 ○ 

上水道使用量 2,351㎥ 2,401 ㎥ 

・毎月の使用量把握 ○ 目標は達成できなかった。 

原因は漏水による。12 月に漏水箇所

を確認し、当該箇所のバルブを閉め

たため、以降、使用量は減少した。 
・節水の意識付け ○ 

紙資源＜コピ

ー用紙＞ 
－ － 

・コピー用紙の毎月の使用量把握 ○ 毎月の使用量把握を実施し、裏面使

用の意識付けも行った。 

平成 30年度は、職員全員にパソコン

が配布されるため、コピー用紙使用

量の削減が見込まれる。 

・内部資料作成時のコピー用紙の

裏面使用の意識付け 
○ 

受 託

廃 棄

物 の

処 分

に お

け る

環 境

目標 

受入管

理の徹

底 
－ － 

・搬入廃棄物の目視・展開検査実

施 
○ 対象検体の１００％を実施した。 

・搬入廃棄物の公定法による抜取

検査実施 
○ 

対象排出事業者の抜取検査は漏れな

く実施した。 

環境汚

染防止

＜粉じ

んの発 

生防止

＞ 

－ － 
・処分場内の散水実施 

 
○ 

強風時や乾燥時期に散水を実施し、

周辺からの粉じん等の苦情は無かっ

た。 

水質汚濁防止 － － 

・定期的な水質測定の実施 ○ 
安定型余水池及び周辺水域の定点測

定の結果環境基準超過は無かった。 

・化学物質使用量の日々適切管理 ○ 管理事務所の日々の日報及び委託業

者の点検報告書により異常のない事

を確認した。 
・余水処理施設の定期的な委託点

検実施 
○ 

地域とのコミ

ュニケーショ

ン実施 

４回／年 ４回 定期的な地元協議会開催 ○ 今後も有意義な情報交換を行う 

関係法令等遵

守 
－ － － ○ 関係法令等の違反事項は無かった。 

 
      【活動評価】○：よくできた  △：あまりできなかった  ×：できなかった 

 

 

③出島処分場 

取組み内容 
平成２９年度 

目標値 

平成２９年度 

実績値 
活動内容 

活動 

評価 
確認評価 

下水道放流水

の水質検査 
－ － ・定期的な水質検査 ○ 

全ての項目について、下水道放流基

準に適合している。 

下水道放流量 － － ・毎月の放流量の把握 ○ 
管理水位内の変動であり、余水処理

施設の保守点検による放流のみであ

った。 

電気使用量 

750,504(kWh) 787,812(kWh) 
・毎月の使用量把握 ○ 目標は達成できなかった。 

電気使用量の大半は、受入施設の集

じん・脱臭設備等環境対策設備の稼

働によるものであり、これらの稼働

は廃棄物受入量に連動する。 

廃棄物受入量が平成 27年度を大きく

上回ったため、目標（平成 27年度実

績の維持）の達成は困難であった。 

引き続き、環境対策設備の点検保守

を的確に実施し、設備の効率的な稼

働に努める必要がある。 

・照明その他電気使用製品の使用

管理( 休憩時間帯の消灯等)  
○ 

532,107(kg- CO2)  558,559(kg- CO2)  ・冷暖房設定温度管理( 冷房時２

８℃、暖房時２０℃)  
△ 

燃料使用量＜

軽油＞ 

１. ９０ ℓ/ ｔ １. ２６ ℓ/ ｔ ・毎月の燃料( 軽油) 使用量の把握 ○ 目標は達成できた。 

今後も適切な管理を行い、削減に努

める。 4.99(kg - CO2)  3.31(kg- CO2)  
・所有車両等の日常点検( タイヤ空

気圧、異常音確認等)  
○ 

燃料使用量＜

ガソリン＞ 

３５２( ℓ)  

( ２％削減)  
２７７( ℓ)  

・毎月の燃料( ガソリン) 使用量の

把握 
○ 

目標は達成できた。 

今後もエコドライブ実施を徹底す

る。 

・社用車運転時のエコドライブ実

行 
○ 

８１６(kg- CO2)  ６４３(kg- CO2)  ・所有車両等の日常点検( タイヤ空

気圧、異常音確認等)  
○ 

各事業所から

発生する廃棄

物＜可燃ゴミ

＞ 

２５袋 

( 1,125ℓ)  

４３袋 

( 1,935ℓ)  

・毎月の排出量把握( 袋数)  ○ 目標は達成できなかった。 

事務所内の整理・整頓の取組や福利

厚生活動の活発化等により可燃ごみ

が増加したものと考えられる。更に

廃棄物の減量・分別を徹底する必要

がある。 

・分別等の徹底 △ 
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上水道使用量 １, ２２９㎥ １，６２２㎥ 

・毎月の使用量把握 ○ 目標は達成できなかった。 

主な上水道使用は、台船等廃棄物取

扱場所の清掃作業に使用するもので

あるため、その使用量は廃棄物受入

量に連動する。 

廃棄物受入量が平成 27年度を大きく

上回ったため、目標（平成 27年度実

績の維持）の達成は困難であった。 

台船床面の平板化等清掃作業の節水

対策に努めたが、引き続き、節水の

工夫に努める必要がある。 

・節水の意識付け △ 

紙資源＜コピ

ー用紙＞ 
－ － 

・コピー用紙の毎月の使用量把握 ○ 
本社での ISO14001の認証登録時から

既に目標を充分達成している実績も

あり、出島処分場の目標値としては

取組まないが、毎月の使用量把握を

実施し、裏面使用の意識付けも行っ

た。毎月の使用量把握を実施し、裏

面使用の意識付けも行った。 

・内部資料作成時のコピー用紙の

裏面使用の意識付け 
○ 

受 託

廃 棄

物 の

処 分

に お

け る

環 境

目標 

受入管

理の徹

底 

－ － 

・搬入廃棄物の目視・展開検査実

施 
○ 

展開検査は、対象検体の９４％を実

施した。 

蛍光Ｘ線分析は、地元協定による対

象件数を実施した。 
・搬入廃棄物の蛍光Ｘ線分析によ

る簡易検査実施 
○ 

・搬入廃棄物の公定法による抜取

検査実施 
○ 

対象排出事業者の抜取検査は漏れな

く実施した。 

環境汚

染防止

＜粉じ

んの発 

生防止

＞ 

１００％ １００％ 
・廃棄物搬入車両の飛散防止対策

( シート掛け等確認)  
○ 

目標は達成できた。 

今後も排出事業者等への説明や地元

町内会等によるモニタリングを継続

する。 

－ － 
・ｴｱｶｰﾃﾝ、ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ、ﾐｽﾄ設備及び

集じん機の日々点検並びに定期点

検実施 

○ 
管理事務所の日報及び委託業者の点

検報告書により異常のない事を確認

した。 

水質汚濁防止 － － 

・定期的な水質測定の実施 ○ 
周辺水域の定点測定の結果環境基準

超過は無かった。 

・余水処理施設の定期的な委託点

検実施 
○ 

管理事務所の日報及び委託業者の点

検報告書により異常のない事を確認

した。 

地域とのコミ

ュニケーショ

ン実施 

４回／年 ４回 ・定期的な地元協議会開催 ○ 今後も有意義な情報交換を行う。 

毎月 毎月 
・搬入車両の公道への滞留や積荷

の飛散防止対策等の地域住民によ

るモニタリング実施 

○ 

町内会等が実施しているモニタリン

グ結果、特段の要望や苦情等は無か

った。今後も地域環境に配慮した廃

棄物受入を継続する。 

関係法令等遵

守 
－ － － ○ 関係法令等の違反事項は無かった。 

      【活動評価】○：よくできた  △：あまりできなかった  ×できなかった 

 

④五日市処分場 

取組み内容 
平成２９年度 

目標値 

平成２９年度 

実績値 
活動内容 

活動 

評価 
確認評価 

下水道放流水

の水質検査 
－ － ・定期的な水質検査 ○ 

全ての項目について、下水道放流基

準に適合している。 

下水道放流量 － － ・毎月の放流量の把握 ○ 
平成２８年度に比べ、降雨量が少な

かったため、放流量は減少した 

電気使用量 － － ・毎月の使用量把握 
 

○ 

目標値は定めていないが、６月以降

の降雨による、ポンプ稼動日数( 時

間) が増え、電気消費量が増えた。 

上水道使用量 － － 

・毎月の使用量把握 ○ 目標値は定めていないが、平成２７

年度使用量を上回った。原因は、２

月に上水道配管部の凍結破損による

漏水があったため。 
・節水の意識付け △ 

水質汚濁防止 － － 

・定期的な水質測定の実施 ○ 
周辺水域の定点測定の結果環境基準

超過は無かった。 

・化学物質使用量の日々適切管理 ○ 
委託業者の点検報告書により異常の

ない事を確認した。 
・余水処理施設の定期的な委託点

検実施 
○ 

関係法令等遵

守 
－ － － ○ 関係法令等の違反事項は無かった。 

      【活動評価】○：よくできた  △：あまりできなかった  ×：できなかった 

 

(２) 次年度の取組内容 

平成３０年度の取組は、本年度で目標が達成出来なかった「電気使用量」、「廃棄物<可燃ゴミ>排出量」

及び「上水道使用量」について、本年度のサイト別の『確認評価』や『代表者による全体評価と見直し
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結果』を踏まえ、各職員の意識向上を更に図り省エネルギーへの取組を推進する。 

また、各職場の実態を的確に把握し、平成３１年度以降の適切な目標設定に取り組む。 

 

８．環境関連法規等遵守確認及び評価 

   環境関連法規等への違反は有りません。また、関係当局からの法令違反等の指摘もありません。 

 

９．代表者による全体評価と見直し結果 

  【環境目標の達成状況】 

・電気使用量（本社・出島処分場）、廃棄物<可燃ゴミ>（出島処分場）、上水道使用量（出島処分場）の

目標は達成出来なかった。 

・ 電気使用量について、処分場では環境対策や余水処理の動力源が主で，削減が困難なところがあるが、

本社も含め冷暖房温度設定の適正化や不要な照明の消灯などきめ細かな取組を徹底していく必要があ

る。 

・出島の上水使用量については、受入廃棄物量に連動するところはあるが、清掃作業を工夫するなどし

節水に努める必要がある。 

・目標達成した項目も含め、職員の更なる環境意識の向上を図り，具体的な取組の実践に繋げていく行

く必要がある。 

【目標値変更の必要性】 

・出島処分場の上水は、受入施設や投入台船の床面の清掃に使用する量が多く、上水使用量は廃棄物搬

入量に比例する傾向が見られる。平成３１年度からの目標については、原単位方式の導入も含めて見

直す必要がある。 

・出島処分場では、平成３０年度から埋立廃棄物が大幅に増えることが予想されるため、実態を把握し

ながら、原単位方式の目標の導入も含めて見直す必要がある 
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別紙資料 

「4. 環境目標」表中の削減（増加）率を『Ｈ27年度実績を維持』とする理由 

電気使用量（本社）：ISO14001認証登録時からの活動努力により、年間 26,000～28,000kWhの使用量とほ

ぼ一定しているため『Ｈ27年度実績値を維持』とする。 

電気使用量（箕島処分場）：電気使用量の殆どが余水処理施設の稼働（下水道放流）によるもので、降雨量

による変動が大きく予測ができないため『Ｈ27年度実績を維持』とする。 

電気使用量（出島処分場）：電気使用量の殆どが受入施設の稼働（主に集じん機）によるものであり、外的

要因による変動は少ないと予想し、『Ｈ27年度実績値を維持』とする。 

燃料＜軽油＞使用量（出島処分場）：平成２６年６月の廃棄物等受入開始以降、年間受入量の予測が難しい

ため『Ｈ27年度実績を維持』とする。 

各事業所から発生する廃棄物＜可燃ごみ＞（本社、箕島処分場、出島処分場） 

：本社（１２名）、箕島処分場（４名）、出島処分場（７名）と少人数の事業所で

あり且つ排出量も変動が少ないため『Ｈ27年度実績を維持』とする。 

 

「4. 環境目標」表下の注 4)の項目について、『目標値として取組まない』理由 

○『紙資源＜コピー用紙消費量＞』  注( 枚：A4換算枚数)  

  本社 コピー用紙消費量    箕島処分場 コピー用紙消費量  出島処分場 コピー用紙消費量 

   

本社：ISO14001認証登録時からの活動努力により、ほぼ一定消費量となったため『目標値としては取組まな

い』。（グラフの H26年度が多いのは、出島開業準備資料作成等で増えた。） 

箕島処分場：日当たりの使用量が特定されており、毎年ほぼ一定消費のため『目標値としては取組まない』。 

出島処分場：毎年ほぼ一定消費のため『目標値としては取組まない』。（グラフの H26年度が少ないのは、年度途中

の開業のため。） 

 ○『搬入廃棄物の目視・展開検査実施』 

   箕島処分場 展開検査実施件数          出島処分場 展開検査実施件数 

       

  箕島処分場：ISO14001認証登録時からの活動努力により目標が達成され、且つそれが継続されているこ

と。更には年間受入ダンプ台数の目標設定が不可能なため『目標値としては取組まない』。 

 出島処分場：平成２６年６月の廃棄物等受入開始以降、年間受入ダンプ台数の目標設定が不可能なため

『目標値としては取組まない』。 
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 ○『蛍光Ｘ線分析』 

   出島処分場 Ｘ線分析件数 

    

  出島処分場：排出事業者の廃棄物搬入ダンプ台数に左右され、目標設定が不可能なため『目標値として

は取組まない』。 

 ○『抜取検査実施』

   箕島処分場 抜取検査件数          出島処分場 抜取検査数 

    

  箕島処分場、出島処分場：排出事業者の廃棄物搬入ダンプ台数に左右され、目標設定が不可能なため『目

標値としては取組まない』。 
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